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要

旨

二
〇
〇
二
年
十
二
月
二
日
に
発
表
し
た

「市
民
に

よ
る
旦
局
横
断
道
路

『時
の
ア
セ
ス
」」
は
、
お
も

に

「
開
発
道
路
と
し
て
の
問
題
点
」、
「
旦
局
の
自
然
」、

「自
然
と
人
と
の
関
わ
り
」、
「
法
律
か
ら
見
た
日
高

横
断
道
路
」
を
内
容
と
し
て
、
独
自
に
再
評
価
し
た

ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書

で
あ
る
。
日
高
横
断
道
路

(道
道
静
内
中
札
内
線
)
は
、
社
会
、
自
然
、
文
化
、

財
政
、
法
律
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら
幅
広
い
再
評
価

を
試
み
た
結
果
、
建
設
は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
の

結
論
が
得
ら
れ
た
。

本
書
を
作
成
す
る
に
当
た

っ
て
、
事
業
者
で
あ
る

北
海
道
や
国
土
交
通
省
が
行
な

っ
て
き
た
ア
セ
ス
の

問
題
点
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
本
来
で
あ
れ
ば

幅
広
い
見
地
か
ら
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で

そ
の
際
に
重
要
な
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
、
道
路
の

代
替
案
や
旦
局
山
脈
の
自
然
に
関
す
る
将
来
に
つ
い

て
今
後
の
展
望
を
盛
り
込
ん
だ
提
案
を
示
す
こ
と
、

に
主
眼
を
お
い
た
。

日
高
横
断
道
路
問
題
と

「時

の
ア
セ
ス
」

一
九
九
七
年
、
大
雪
山

・
士
幌
高
原
道
路
の
自
然
保
護

運
動
を
契
機
に
生
ま
れ
た
北
海
道
の

「時
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
(時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
た
施
策
の
再
評
価
)」
は
、

全
国
的
な
反
響
を
呼
び
、
建
設
省
(当
時
)
な
ど
に
よ
る
国

の
公
共
事
業
に
関
し
て
も
、

一
定
期
間
を
経
な
が
ら
順
調

に
進
展
し
な
い
事
業
を
対
象
と
す
る

「事
業
評
価
」
制
度

が
で
き
た
。

一
方
、
発
信
元
の
北
海
道
は
、
「
時
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
」
を
継
承

・
発
展
さ
せ
て

「
政
策

ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
制
度
を
設
け
た
。
し
か
し
、
旦
局
横
断
道
路
に
関
し

て
は
、

一
九
九
八
～
九
九
年
に
、
北
海
道
開
発
局
が

「道

路
事
業
再
評
価
」、
北
海
道
が

「政
策

ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

に
よ
る
再
評
価
を
そ
れ
ぞ
れ
行
な
い
、
共
に

「事
業
継
続
」

が
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
再
評
価
は

「時
代
の
変
化
を

踏
ま
え
た
施
策
の
再
評
価
」
を
継
承
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「時
代
の
変
化
の
検
証
」
を
欠
落
さ
せ
る
な
ど
、
不

合
理
で
不
適
切
な
も
の
で
あ
り
、
杜
撰
き
わ
ま
り
な
い
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
行
政
に
よ
る
再
評
価
は
、
と
う

て
い
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
二
〇
〇
二
年
六
月
、
堀
達
也

北
海
道
知
事
は
、
日
高
横
断
道
路
に
つ
い
て

「建
設
の
意

義
は
変
わ
ら
な
い
が
、
多
額
の
事
業
費
と
長
い
期
間
を
要

す
る
の
で
立
ち
止
ま

っ
て
見
直
し
た
い
」
と
表
明
し
た
。

北
海
道
は
二
〇
〇
二
年
四
月
に
北
海
道
政
策
評
価
条
例
を

制
定
し
て
お
り
、

日
高
横
断
道
路
は
そ
の
条
例
に
よ
る

「特
定
政
策
評
価
」
の
第

一
号
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
北
海
道
政
策
評
価
委
員
会
に
お
い
て
旦
局
横

断
道
路
の
審
議
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
答
申
を
受
け
た
知
事

は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
七
日
、
「当
分
、
新
期
の
改
築
工

事
は
行
わ
な
い
」
と
い
う
最
終
決
断
を
下
し
た
。
他
方
、

開
発
道
路
部
分
を
担
当
す
る
北
海
道
開
発
局
は
、
「
北
海

道
知
事
の
判
断
を
尊
重
し
て
結
論
を
出
す
」
と
伝
え
ら
れ

て
き
た
の
で
、
そ
の
適
正
な
再
評
価
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
た
だ
し
、
知
事
表
明
は
、
「
道
路
建
設
の
意
義

が
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
中
止
で
は
な
く
新
期
工
事

の
凍
結
で
あ
る
こ
と
」
か
ら
、
「解
凍
」
す
る
危
険
性
を

残
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
道
路
区
間
を
含
ん
で
、
今
後
、

旦
局
山
脈
の
大
自
然
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
今
後
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

市
民
に
よ
る

「時
の
ア
セ
ス
」

「時
の
ア
セ
ス
」
は
、
も
と
も
と
士
幌
高
原
道
路
に
対

す
る
北
海
道
の
政
策
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
北
海
道
の
長
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年
の
自
然
保
護
運
動
が
、
道
庁
を
動
か
し
、
そ
れ
が

「時

の
ア
セ
ス
」
の
直
接

の
契
機
と
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
北
海

道
の
自
然
保
護
運
動
は

「時
の
ア
セ
ス
」
の
誕
生
と
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
自
然
保
護
団
体
が

自
ら

「時
の
ア
セ
ス
」
の
作
成
を
手
が
け
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「市
民
に
よ
る

『
時
の
ア
セ

ス
』
」
は
、
実
は
、
私
た
ち
が
最
初

で
は
な

い
。
ギ

ロ
チ

ン
で
有
名
な
諌
早
干
拓
事
業
に
つ
い
て
、
諌
早
干
拓
緊
急

救
済
東
京
事
務
所

・
諌
早
干
拓
緊
急
救
済
本
部

・
W
W
F

ジ
ャ
パ
ン
が
二
〇
〇

一
年
四
月
に
公
表
し
た

「市
民
に
よ

る
諌
早
干
拓

『
時
の
ア
セ
ス
』」
が
最
初

で
あ
る
。

し
か

し
、
私
た
ち

の

「
市
民
に
よ
る
旦
局
横
断
道
路

『時
の
ア

セ
ス
』
(以
下

「市
民
ア
セ
ス
」
と
す
る
)
」

は
、
諌
早
の

も
の
と
は
異
な
る
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
と

っ
て
い
る
。

今
回
作
成
さ
れ
た

「市
民
ア
セ
ス
」

は
、

四
つ
の
役
割

を
担

っ
て
い
る
。
第

一
に
、
開
発
局
に
よ
る

「
道
路
事
業

再
評
価
」
と
北
海
道
に
よ
る

「政
策

ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
に

対
し
て
、
市
民
サ
イ
ド
か
ら

「時
代

の
変
化

の
検
証
」
を

加
え
て
評
価

・
判
断
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
道
路
計
画
時

点
の

一
九
七
九
年
に
事
業
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た

「環

境
影
響
評
価
書
」
な
ど
の

一
連
の
環
境

ア
セ

ス
メ
ン
ト
に

見
ら
れ
る
問
題
点
を
指
摘
し
、
同
時
に
、
工
事
進
行
に
よ
っ

て
実
際
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
か
、
ま
た
は

予
測
さ
れ
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
情
報
公
開

や
市
民
参
画
が
不
十
分
な
現
状
を
打
破
す
べ
く
、
市
民
の

具
備
す
る
政
策
策
定
能
力
を
具
体
的
な
意
思
表
示
と
し
て

示
す

こ
と
、
第
四
に
、
自
然
破
壊
の
問
題
を

「
自
然

・
社

会

・
文
化

の
分
断

・
破
壊
」
と
捉
え
、
従
来

の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
項
目

に
加
え
て
、
従
来
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
項

目

(文
化
、
観
光
、
法
律
な
ど
)
を
設
け
、

そ
れ
ら
に
関

す
る
評
価
あ
る
い
は
提
案
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。

目
次
と
主
な
内
容

「市
民
ア
セ
ス
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
執
筆
陣

(敬
称

略
)
と
表
題
か
ら
成
る
目
次
を
次
頁
に
掲
載
し
た
。
紙
面

の
都
合
か
ら
全
て
の
内
容
を
紹
介
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ

で
は
、
特
に
〈
開
発
道
路
と
し
て
の
問
題
点
〉
、
〈
旦
局

の
自
然
〉
、
〈
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
1
文
化

・
観
光

・

産
業
〉
、
〈
法
律
か
ら
見
た
旦
口同
横
断
道
路
〉
、
〈
総
括
〉

に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
骨
子
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

〈
開
発
道
路
と
し
て
の
問
題
点
〉

こ
こ
で
は
、
旦
局
横
断
道
路
の
目
的

・
必
要
性

・
効
果

が
詳
細
に
検
証
さ
れ
た
。
北
海
道
と
北
海
道
開
発
局
が
再

評
価
の
結
果

「事
業
継
続
」
を
決
定
し
た
理
由
は
、
い
ず

れ
も
不
合
理
で
不
適
切
な
評
価

で
し
か
な
か

っ
た
。
例
え

ば
、
開
発
局
は

「対
象
区
間

に
交
通
不
能
区
間
が
存
在
」、

「隣
接
市
町
村
の
役
場
間
の
所
要
時
間
が
三
十
分
を
超
え

る
」
な
ど
を
継
続
の
理
由
と
し
た
。
し
か
し
、
旦
局
横
断

道
路
は
道
路
の
な
い
と
こ
ろ
に
計
画
さ
れ
た
の
で
、
交
通

不
能
区
間
が
存
在
す
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
ま
た
、
静

内
町
と
中
札
内
村
の
役
場
問
は
距
離
百
㎞
を
超
え
る
こ
と

か
ら
、
隣
町
ま
で
三
十
分
で
行
く
に
は
時
速
二
百
㎞
以
上

の
走
行
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
上
記
の
事
業
者

に
よ
る
理
由
は
、
誤
魔
化
し
で
あ

っ
て
も
程
度
を
超
え
た

非
常
識
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

ま
た
、
北
海
道
に
よ
る
再
評
価
は
、

一
本
の
道
路
と
い

う
認
識
を
欠
い
て
局
部
的
な

「
点
」
に
よ
る
評
価
を
行
な

い
、
道
路
全
体
の

「線
」
に
つ
い
て
継
続
を
決
定
し
た
。

そ
し
て
北
海
道
と
開
発
局
の
両
者
と
も
時
代
の
変
化
の
検

証
を
全
く
欠
落
さ
せ
て
い
た
。

北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
知
事
と
質
疑
応
答
を
重
ね
た

結
果
、
旦
局
横
断
道
路
は

「
二
重
帳
簿
に
よ
る
公
共
事
業
」

で
あ
る
こ
と
が
露
呈
し
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
道
路
は
、

事
業
者

に
よ

っ
て
長
年
、
資
源
開
発
と
は
関
係
の
な
い

「広
域
幹
線
道
路
」
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
質
疑
応
答

の
途
中
か
ら

「開
発
道
路
」
と
し
て
出
発
し
、
「
沿
線

の

農
業
、
畜
産
業
、
林
業
な
ど
の
資
源
開
発
」
と
い
う
公
式

な
理
由
が

つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
理
由
は
、
実
際
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
資
源
開
発
の

根
拠
を
示
す
客
観
的
条
件
を
備
え
て
い
な
い
の
で
、
大
義

名
分
を
保

つ
た
め
の
名
目
に
す
ぎ
ず
、
開
発
道
路
の
制
度

を
日
高
横
断
道
路
に
運
用
す
る
こ
と
は
法
的
な
根
拠
を
も

た
な
い
非
公
式
な
も
の
で
あ

っ
た
。
行
政
は
、
こ
の
事
実

を
二
十
年
間
も
道
民
に
隠
し

つ
づ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
資
源
開
発
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
を
進
め
て
き
た
こ
と
は
、
限
り

な
く
法
令
違
反
に
近
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
開
発
道
路

は
、
半
世
紀
も
前
の
、
戦
後
日
本
の
経
済
復
興
の
た
め
に

設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
完
全
に
そ
の
役
割
を
終
え
て
お
り
、

そ
れ
を
二
十

一
世
紀
に
延
々
と
継
続
す
る
意
義
は
全
く
な

い
。

〈
旦
口同
の
自
然
〉

旦
局
横
断
道
路
に
関
す
る
事
業
者
に
よ
る
環
境
影
響
評

価
書
等
は
、
極
め
て
多
く
の
欠
陥
を
抱
え
て
お
り
、
評
価

書
と
呼
ぶ
に
値
し
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
環
境
影
響

評
価
の
対
象
区
間
が
旦
局
山
脈
中
心
部
三
十
㎞
未
満
に
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
建
設
中
か
ら
将
来
に
続
く
土
砂
崩
れ

の
影
響
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
建
設
後
の
恒
久
的

な
車
両
通
行
に
よ
る
排
ガ
ス
や
交
通
事
故
に
よ
る
影
響
が

全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
道
路
建
設
後
の
ア
ク
セ

ス
向
上
に
よ
る
貴
重
な
動
植
物
種

の
乱
獲
、
ヒ
グ

マ
と
の

遭
遇
事
故
な
ど
、
二
次
的
影
響
に

つ
い
て
も
全
く
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書

の
執
筆
陣

は
、
計
画
当
初
か
ら
指
摘
さ
れ
た
事
業
者
に
よ
る
環
境
影
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「市民 による 日高横断道路 『時の アセ ス』」

目 次

〈はじめに〉

私たちが 「時のアセス」に込めた想い 小島 望(「止めよう日高横断道路」全国連絡会調査部)

〈地 図〉

日高横断道路 と日高山脈襟裳国定公園の位置図

く年 表〉

日高横断道路 と運動の歴史 小山 健二(北 海道自然保護連合事務局長)

〈開発道路としての問題点〉

日高横断道路の目的 ・必要性 ・効果を検証する

俵 浩三(北 海道自然保護協会会長)

〈 日高の自然〉

前書 きに代えて 佐藤 謙(北 海学園大学工学部教授:)

奇跡の日高山脈 平川 一・臣(北 海道大学大学院地球環境科学研究科教授)

日高山脈の植物的自然から見た日高横断道路問題

佐藤 謙(北 海学園大学工学部教授)

日高山系の昆虫 と保全 岩佐 光啓(帯 広畜産大学畜産学部教授)

ヒグマの保護について 青井 俊樹(岩 手大学農学部教授)

日高山系のナキウサギ 小島 望(北 海道教育大学岩見沢校非常勤講師)

日高横断道路に関わるシマフクロウおよび希少鳥類について

竹中 健(シ マフクロウ環境研究会代表)

〈自然と人との関わ り一文化 ・観光 ・産業〉

日高における農業 ・畜産 ・林業について 川合 清(静 内町議会議員)

カムイ ・イルシュカ 野上ふさ子(地 球生物会議代表)

釣 り人から見た日高横断道路 西井 堅二(ノ ースアングラーズ副編集長)

登山者から見た日高 反橋 一夫(日 本山岳会北海道支部自然保護委員長)

日高山脈のエコッー リズムによる地域振興を

小野 有五(北 海道大学大学院地球環境科学研究科教授)

日高山脈 と世界遺産 寺島 一男(大 雪と石狩の自然を守る会代表)

〈法律から見た日高横断道路〉

公共事業をめぐる裁判の現状 畠山 武道(北 海道大学法学部教授)

住民訴訟への可能性にっいて 菅野 庄一(東 京弁護士会)・ 佐藤 光子(札 幌弁護士会)

〈総 括〉

「市民による時のアセス」再評価結果 高畑 滋(北 海道自然保護協会常務理事)

〈あとがき〉

公共事業の破綻がもたらした地方政治の構造変化

山口 二郎(北 海道大学大学院法学研究科教授)

〈参考資料〉

●日高横断道路(道 道静内中札内線)の 工事中止を求める要望書 第49回 日本生態学会大会総会

●道道静内中札内線(日 高横断道路)に 関する声明 北海道弁護士会連合会 ・札幌弁護士会

●静内町における住民意識調査 谷川真弓子(北 海道大学高等法政教育研究センター科学研究支援員)

●中札内町における住民意識調査 帯広畜産大学 自然保護研究会

●登山団体の意見(座 談会)山 本裕之(札 幌北稜 クラブ)ほ か7名

●道道静内中札内線(日高横断道路)の 「特定政策評価」に際しこの事業の妥当性 ・必要性などを客観的

かっ厳格に審議することを求める要望ならびに意見書 北海道 自然保護協会

●道道静内中札内線(日高横断道路)の 特定政策評価に関する要望ならびに意見書 十勝 自然保護協会

●日高横断道路に対する私たちの見解 「止めよう日高横断道路」全国連絡会

●道道静内中札内線(日高横断道路)の 特定政策評価にかかわる意見書説明の付属資料

(目次は2002年12月2日 に発表した 「暫定版」のもの)
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響
評
価
書
等
が
大
き
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
を
改
め
て
指

摘
し
、
各
論
と
し
て
以
下
の
内
容
を
記
述
し
て
い
る
。

植
物
に
つ
い
て
は
、
旦
局
山
脈
の
原
生
的
自
然
が
国
内

最
大
級
の
大
き
な
価
値
が
あ
る
こ
と
、
低
標
高
地
に
高
山

植
物
が
生
育
す
る
な
ど
山
脈

の
特
徴
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
環
境
影
響
調
査
書
等
が
植
物
的
自
然
の
価

値
を
不
当
に
低
く
評
価
し
た
こ
と
、
植
物
種

の
同
定
に
余

り
に
も
間
違
い
や
見
落
と
し
が
多
い
こ
と
、
し
た
が

っ
て

道
路

の
影
響
を
実
質
的
に
評
価
し
な
か

っ
た

こ
と
、

こ
れ

ら
が
影
響
評
価
書
等
の
大
き
な
欠
陥
と
な

っ
て
い
る
。

昆
虫
に
関
し
て
は
、
事
業
者
に
よ
る
調
査

で
確
認
さ
れ

た
種
数
が
実
際
に
は
調
査
地
域
周
辺
に
生
息
す
る
種
数
の

ご
く

一
部
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
採
集

・
確

認
さ
れ
た
昆

虫
類
は
ほ
と
ん
ど
が
種
名
の
羅
列
に
と
ど
ま
り
、

一
部
の

種
類
に
つ
い
て
断
片
的
な
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
昆
虫
類

の
生
態
系
に
お
け
る
働
き

・
相
互
関
係
や
、
開
発
周
辺
地

域

の
昆
虫
類
の
多
様
性
と
そ
の
意
義
を
総
括
的
に
評
価
す

る
姿
勢
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
欠
陥
が
指
摘

さ
れ
た
。
そ
の
上

で
評
価
書
等

の
最
後
に

「
保
全
目
標
は

維
持
さ
れ
る
」
と
述

べ
た
結
論
は
、
到
底
認
め
ら
れ
る
べ

き
も

の
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

道
路
が
ヒ
グ

マ
に
与
え
る
影
響
と
し
て
は
、
道
路
建
設

作
業
に
伴
う
土
砂
流
出
に
よ
っ
て
沢
筋
や
湿
地
な
ど
の
重

要
な
採
食
場
所
を
失
く
し
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
道
路

に
よ
る
奥
山

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
多
く
の
人
間
の
入
り

込
み
を
呼
び
、
ヒ
グ

マ
と
の
接
触
の
機
会
を
急
増
さ
せ
、

人
身
事
故
や
交
通
事
故

の
発
生
に
つ
な
が
る

こ
と
が
懸
念

さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
将
来
的

に
旦
局
・
夕
張

地
域

の
ヒ
グ

マ
個
体
群

の
衰
退
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は

隣
接
す
る
積
丹

・
恵
庭
地
域
個
体
群
の
さ
ら
な
る
衰
退
を

も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
上
で

「
旦

局
横
断
道
路

の
開
設
は
、
貴
重
な
ヒ
グ

マ
地
域
個
体
群
の
将
来
に
わ
た

る
保
全
と
い
う
観
点

で
き
わ
め
て
問
題
が
多
い
」
と
結
論

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ナ
キ
ウ
サ
ギ
に
関
し
て
は
、
事
業
者
に
よ
る
調
査

の
精

度
が
極
め
て
低
く
、
そ
の
結
論
は
恣
意
的
に
ま
と
め
ら
れ

た
と
批
判
さ
れ
た
。
七
ノ
沢
二
股
の
十
勝
側
ト
ン
ネ
ル
抗

口
予
定
地
周
辺
に
お
け
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
を
改
め
て

調
査
し
て
、
他
地
域
の
報
告
事
例

(道
路
拡
幅
、
ト
ン
ネ

ル
建
設
、
ダ
ム
建
設
な
ど
に
よ
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
個
体
群
の

絶
滅
)
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、
旦
局
横
断
道
路
の
建
設

は
、
工
事
中
の
騒
音
、
工
事
後
の
排
気
ガ
ス
や
騒
音
な
ど

が
本
地
域
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
個
体
群
に
多
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
に
関
し
て
は
、
旦
局
山
系
の
地
域
個
体

群
は
十
分
な
調
査
や
保
護
の
手
が
及
ば
な
い
ま
ま
地
域
的

絶
滅
に
瀕
し
て
お
り
、
今
後

の
保
護
や
保
全
の
重
要
性
は

極
め
て
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
横
断
道
路
は
極
め

て
大
規
模
な
事
業

で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
極
め
て
広
範
囲

に
長
期
間
に
及
ぶ
た
め
、
判
断
の
基
礎
材
料
と
す
る
た
あ

に
十
分
な
調
査
が
必
要
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調

査
と
影
響
評
価
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ

た
。

〈
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
ー
文
化

・
観
光

・
産
業
〉

静
内
町
に
住
む
住
民
の
立
場
か
ら
、
地
元
産
業

の
現
状

が
直
視
さ
れ
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
農
林
水
産
業
が
衰
退
方
向
に
変
容
す
る
な
か

で
、
静
内
町
の
就
労
人
口
は
十
二
%
以
上
が
季
節
雇
用
の

建
設
労
働
者
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旦
局
横
断
道

路
建
設
に
よ

っ
て
公
共
事
業
に
依
存
す
る
体
質
が
強
ま

っ

て
い
る
現
状
が
赤
裸
々
に
告
白
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

公
共
事
業
が
見
直
さ
れ
、
地
域
住
民
の
意
思
に
よ

っ
て
住

民
の
た
め
の
優
先
順
位
が
決
あ
ら
れ
る
地
方
政
治
が
実
現

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

地
元
の
目
で
地
元
の
将
来
を
見

つ
め
る
、
真
摯
な
住
民
の

姿
が
あ
る
。

静
内
町
に
住
み
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
交
流
を
持

っ
た
経

験
に
基
づ
い
て
、
公
共
事
業
が
い
か
に
ア
イ
ヌ
の
生
活
や

文
化
を
破
壊
し
て
い
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ア
イ
ヌ

民
族
の
英
知
を
呼
び
覚
ま
し

つ
つ
新
た
な
自
然
観
や
価
値

観
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
今

こ
そ
必
要
で
あ
る
と
訴

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
点
は
、
旦
局
横
断
道
路
問
題
に

お
い
て
非
常
に
斬
新
で
あ
る
。

旦
局
横
断
道
路
は
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
旦
局
山
脈
の

自
然
に
触
れ
て
き
た
方
々
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
釣
り
人
、
登
山
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
道
路
建

設
に
よ

っ
て
旦
局
山
脈
の
河
川
や
山
岳
が
変
わ
り
果
て
て

い
く
姿
が
直
視
さ
れ
、
と
も
に
道
路
建
設
の
中
止
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
旦
局
山
脈
で
し
か
で
き
な
い
、
原
生
的
自
然
を

対
象
に
し
た

「持
続
的
観
光
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
観
点
か
ら
、
そ
し
て

「
旦
局
の
豊
か
な
大
自
然
が
世
界

遺
産
に
登
録

で
き
る
ほ
ど
大
き
な
価
値
を
持

つ
」
観
点
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
北
海
道
ま
た
は
旦
局
山
脈
を
取
り
巻
く

自
治
体
が
採
り
う
る
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
、
素
晴
ら
し
い
自
然
の
保
護
と

利
用
を
十
分
に
調
整
し
な
が
ら
、
地
元
の
方
々
、
そ
し
て

道
民

・
国
民
の
た
め
の
方
策
と
し
て
考
え
得
る
、
今
後

の

二
つ
の
方
向
で
あ
る
。

〈
法
律
か
ら
見
た
旦
局
横
断
道
路
〉

公
共
事
業
の
中
止
を
目
的
と
し
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
に

は
、
民
事
訴
訟
と
行
政
訴
訟
の
2

つ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に

関
す
る
国
内
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
旦
局
横
断
道
路
に
関

し
て
は
行
政
訴
訟
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
行
政
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訴
訟
の
理
由
と
し
て
、
以
下
の
内
容
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第

一
に
、
極
め
て
貴
重
な
自
然
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
旦
口同

山
脈
に
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
は

「生
物
の
多
様
性
に
関

す
る
条
約
」
に
違
反
す
る
。
第
二
に
、
旦
口同
横
断
道
路
の

開
発
道
路
区
間
は
今
後
も
資
源
開
発
に
寄
与
す

る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
こ
と
か
ら
、
開
発
道
路
の
指
定

は
法
治
行
政

上
、
違
反
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
第
三
に
、
旦
局
と

十
勝
を
結
ぶ
山
脈
越
え
の
道
路
は
、
旦
口同
横
断
道
路
の
工

事
着
工
後
、

一
九
九

一
年
に
樹
海

ロ
ー
ド
、

一
九
九
七
年

に
天
馬
街
道
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
か
ら
、
も

は
や
日
高

横
断
道
路
は
必
要
不
可
欠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

も
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
非
常

に
大
き
な
疑
問
が
残
る

現
状
の
中
で
、
さ
ら
に
多
額
な
費
用
と
時
間
を
か
け
貴
重

な
自
然
を
破
壊
し
て
ま
で
道
路
を
開
通
さ
せ
る
必
要
性
が

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
日

高
山
脈
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、
住
民
訴
訟

の
手
段
が
十

分
可
能

で
あ
る
。

〈
総

括
〉

以
上

に
示
さ
れ
た
論
考
を
も
と
に
旦
局
横
断
道
路
を
総

合
的

に
評
価
す
る
と
、
旦
口同
山
脈

の
原
生
的
自
然
を
保
全

す
る
上
で
重
大
な
支
障
と
な
る
こ
と
、
旦
局
山
脈
の
地
形

・

地
質

・
野
生
生
物

・
景
観
な
ど
自
然

の
保
護

が
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
、
現
在
ま
で
の
破
壊
状
況
を
見
て
も
横
断
道
路

の
建
設
継
続
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
自
然

と
人
と
の
か
か
わ
り
、
特
に
文
化

・
観
光

・
産
業
の
面
か

ら
み
て
、
旦
局
横
断
道
路
建
設
は
認
あ
ら
れ
な
い
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
従

っ
て
、
旦
局
横
断
道
路

(道
道
静
内

中
札
内
線
)
の
建
設
は
中
止
す

べ
き
と
い
う
結
論
が
導
か

れ
て
い
る
。

最

後

に

本
書
に
論
考
を
寄
せ
た
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野

や
立
場
が
異
な
り
、
旦
局
山
脈

へ
の
接
し
方
に
も
濃
淡
が

あ
る
。
あ
る
執
筆
者
は
、
横
断
道
路
の
着
工
以
前
か
ら
自

然
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
道
路
建
設
の
問
題

点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
あ
る
執
筆
者
は
、
大
局
的
な

見
地
か
ら
旦
局
山
脈
の
重
要
性
を
訴
え
、
そ
の
心
臓
部

に

お
け
る
道
路
建
設
の
愚
か
さ
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

生
活
者
と
し
て
、
ま
た
自
然
を
真
に
楽
し
む
者
と
し
て
の

視
点
か
ら
、
旦
局
山
脈
に
対
す
る
想
い
を
吐
露
し
、
旦
口同

山
脈
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
案
し
た
方
が
い
る
。

い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
の
は
、
「環
境

の
世
紀
」

と
呼
ば

れ
る
こ
の
二
十

一
世
紀
に
は
、
旦
局
山
脈
の
中
心
部
に
道

路
を
建
設
す
る
よ
り
、
大
自
然
を
傷

つ
け
ず
に
後
世

へ
の

遺
産
と
し
て
そ
っ
く
り
保
存
し
た
い
と
い
う
想
い
で
あ
る
。

こ
の

「市
民
ア
セ
ス
」
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
執
筆

者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

本
書
が
参
考
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
、
旦
口同
横
断
道
路

に
対
し
て
適
正
な
総
合
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
日

高
山
脈
の
自
然
と
の
今
後
の
つ
き
あ
い
方
に
関
し
て
、
本

書
が
論
議
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(平
成

一
五
年
二
月
十
日
記
)
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